













ツヅケル」類、 終了の「～オワル」類の後項動詞の種類と意味・用法、 及ぴ、 動詞の動作・変
化の局面から、 三つの部分に分けて考察が行われてきた。考察の性格上、 アスペクト形式










ということも考えていたわけで、 『春の雪』 ではたおやめぶりの文章、 『奔馬』ではますら
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おぶりの文章、r暁の寺』では色彩惑豊かな文章、T天人五衰』では抽象的な非常に観念色の
浪い文章になっていると述べている（「認識と行動と文学一＜豊饒の海〉四部作をめぐって一」
新潮社T波」 （二十号）より）。浅利 (2000）は、 r 翌饒の海 』 は、三島の図式である「文学／行動」
（認識／行動）の二分法の適用、つまり、二十歳に達しなくても完成しうる 「行動」 の類型と、










の海 」 だけでその語形が見つかる前項動詞に ついて一段落での場面における機能について述
べたい。この試みは、局而を表す複合動詞が前項勁詞と結合し、時間的空間的に主姻または
主語の場面の状況に変化を及ぼすと思われるからである。
局面を表す複合動詞には、開始の 「ーダス、カケル」、継続の 「～ツヅク」、終了の 「ート
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時枝 (1941:43) では、 「場面。場面の意味は、例えば「場面が嬰る」 「不愉快な場面」 「感
激的場面」などと使用されるように、一方それは場所の概念と相通ずるものがあるが、場所
の概念が雖に空間的位図的なものであるのに封して、場面は場所を充す庭の内容をも含める






志向的封象となるものを含むものである。」と述べている。 ここで「賂手」 は二つ、 いわゆ
る客観的な存在である言語主体と話し手が主観的に捉える相手としての対象とに分かれる。
そして、 言語伝達は、 話し手が問き手を含めた「場面」 による制約を主体的に顧慮し行なわ
れると述べている。その後、 時枝の 「聰手」の概念は楊要 (2000) の指摘のように、 森重に
よって修正を行なわれることになる。森重 0968) では、 「やはり文法は個人の心理では成
り立ちませんから、 個人のなかの一つの社会性みたいなもののなかでできてゆくのじゃない
かと思うんです。もっと普週のところへ類推すれば、 対話は独話がなければ成り立たない」
と述べ、 「個人のなかの社会性」を議論するために「内面の聴手J を想定して話し手はこの 「内
面の聴手」に語りかけると指摘した。意味の一纏まりである文章において、 杏き手が読み手
を主観的に捉えた 「相手」 として語りかけることであるか、「内面の歴手」 にi吾りかけるこ
とであるかは作家また作品によって違うことは確かであるが、 粛き手は、 時枝が述ぺている
最も具体的な場面である校み手を顧慮し、 文章に表して伝達する。 そして、 文章は、 文章に
おける主題（または主語：本稿では北原 (1981) に従って述語の表す意味の主体として主語
を認める立場にたつ）をとおして客観的な事態（素材）を展開することになる。 本稿の文章
においての楊面の考察は、 時枝 (1955:72) 、「場面の中心的なものは、 表現者に封立する理




「デノテーション J と 「 コノテーション 」 の概念が生じるのではないかと思われる。 たとえ
ば、「花が咲き始めた」 という文では、 表向きの意味（デノテ ー ション）は、r花が咲いた」
という意味であるが、 酋外の意（コノテーション）は「季節が変った／時が経った」などを
表すことになる。加賀野井 (1999) では、「デノテーション 」 と「コノテーション」 の概念
を説明し、 聞き手が話し手の言外の意である「コノテーション 」 を把握できない場合、誤解
や不理解が生じると述ぺている。時枝氏の客骰的世界（事物情景）と主体の客骰的世界に対
する志向作用との融合である 「場面」という概念は、 この 「 デノテーション 」 と「コノテー
ション 」 との融合と合い通じるのではないであろうか。 いわゆる、事物梢景と主体の志向作
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用は言語、 具体的に文として現れる。 これが「デノテーション」で、 文としては直接には現
れないが、段落における場面をとおして把握できる嘗き手の意が「コノテーション」である。
このことから、「文(sentence)」においての 「デノテーション」と「コノテ ー ション」 とは
密き手が想定している揚面を文の単位だけでは把掘できない場合があり、段落をとおして把
握すべきであると思われる。しかし、一文からなっている一つの段落の場合は、「コノテー ショ
ン」 を把握することが困難である。 そこに、 一つの解決策として先にあげた主題または主語
を通した「主題または主語ないし客体の本質およぴ本性」の把握、 いわゆる社会的・習慣的
に一定した意味特徴の把掴があげられよう。 たとえば、先に 「花が咲き始めた」 の例をあげ
たが、 主語である r花J の本炊ないし本性は、r季節が暖かくなると、咲く 」 とか 「冬から







段活の概念について本稿の展開のために、 定義をしておきたいと思う。塚原 (1966) には
段落について具体的な定義およぴ分析が成されている。本稿は氏の定義および区分に従うつ
もりであるが、塚原 (1966) には、 文章構成の単位である段落を顕在的な「修辞的段落」 と









修辞的段落における主題または主語の 「場面」 を考察することによって、 三島由紀夫『翌
燒の海』 においての局面を表す複合動詞の機能及ぴ特色を考察したい。具体的な研究方法と















7. 1. 1 「～はじめる」を含んでいる一段落
(1) 石窟の冷氣のなかに一人でゐて、 本多は周囮に迫る間が｀ ーせいに咽きかけて来る
やうな心地がした。何の飾りも色彩もないこの非在が、 おそらく印度へ来てはじめて、
或るあらたかな存在の感情をよぴさましたのだ。衰へ、 死滅し、 何もなくなったとい




修辞的段落 意味的な連結関係 主題（主語） 叙述部
文1 本多は・・・ …来るやうな心地がした。
文2 補足（というのは） この非在が・・・ ・・・感情をよぴさましたのだ。
文3 同列（すなわち） 味ははせるものは なかった。
文4 対比（というより） いや、存在は・・・ ・・・形を結ぴはじめてゐた。
文5 同列（すなわち） •••石にはぴこった徹の匂ひの裡に。（喚体の句）
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の意味作用を成して文 4 の主題「存在」 について附加説明を成していると把握できる。












この段落の中の文 1 には、 主語である 「客」をとおして状況の場面を描き、文 1 の状況の
場面に屈している文2の主題「本多」の心的状況の場面を文2に展開している。 ここでの文
1 の叙述部に位固する 「～はじめる」は文 2 に対する添加（「 そして」）の意味作用を成して
いると把握できる。
(3) 各々の卓からはすでにトランプ遊ぴに特有な、あの卓上咬水のやうな笑ひ啓、 溜息、




修辞的段落 意味的な連結関係 主題（主語） 叙述部
文1 驚愕の叫びなどが 洩れはじめた。
文2 深加（そして） それは・・・ …動物園の夜のやうだった。
文3 同列（すなわち） 叫喚や笑ひ葵が タ徒
に
にひぴいて。
この段落の中の文1には、 主語である「叫ぴなど」 による状況の場面が描かれていて、 そ
の主語 「叫ぴなど」による状況の場面が文 2 に添加されている。 ここでの文1 の叙述部に位
協する 「ー はじめる」は文 2 に対する添加（「そして 」 ）の意味作用を成していると把捏でき
る。
(4) 左方に大小二災の黒いタンカ ーが、 相次いで沖をめざして進んでゆくのが見えはじ
位。 四時二十分消水出港の千五百噸の典王丸と、 四時二十三分出港の三百噸の日昌
丸の二隻である。（天96)
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修辞的段落 意味的な巡結関係 主題（主語） 叙述部
文1 黒いタンカーが… …ゆくのが見えはじめた。
文2 同列（ つまり） （それは）… …の二隻である。
この段落の中の文1には、 主語である 「タンカー」による状況の場面が描かれていて、 そ
の主語 「 クンカー 」 による状況の場面が文2によって附加説明されている。 ここでの文1の
叙述部に位憐する 「～はじめる」 は文2に対する同列（「つまり 」）の意味作用を成している
と把握できる。











文2 逆接（だが） 消殿は 拒みつづけた。
文3 漆加 そして…輩科が たづねて来た。
この段落の中の文1には、 主題である 「こと」 による状況の場面が描かれていて、 その主











修辞的段落 意味的な連結関係 主題（主語） 叙述部
文1 消羅iは・・・ ・・・身を委ねてすごした。
文2 添加（それから） 心は•• • …ざわめきつづけた。
文3 添加（それに） 憂鬱の影は••• ・・・中には片鱗もなかつた。
文4 同列（すなわち） 歓喜しか 思ひ営らない。
文5 逆接 しかし・・・款喜ほど …不氣味なものはなかろう。























文3 添加（それに） 清らかな氷が 張りつめてゐる。




















修辞的段落 意味的な連結関係 主題（主語） 叙述部
文1 動たち三人は・・・ ・・・中尉のところにゐた。
文2 添加（そのうえ） 中尉の話は••• ・・・カに益れてゐた。
文3 添加 そして政蕉は・・・ ・・・歴迫しつづけてゐた。
文4 添加（そして） 中尉の話では... •••著しいとのことである。
文5 逆接 しかし•••中肘は つけ加へた。
この段落の中の文 1 には、主姐である「三人」 の状況の場面が描かれていて、その主姫 「三
人」 が文2の主題 「話」 によって状況の場而が展開されている。文2の状況が文3の主題 「政
窯」 によって源加され附加説明されている。文4の主題「話」 による状況の場面は文3の 「～









修辞的段落 意味的な連結関係 主題（主語） 叙述部
文1 小學生たちは・・・ …一人へ繋ち込んできた。





文3 添加（そして） 助は… …身に受けつづけてゐた。
文4 i恭加（そして） 朝のものうさは... •••一途な喚葵の間に解けた。
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この段落の中の文1には、 主題である 「小學生たち」の状況の場而が描かれていて、 その
主題「小學生たち」 の状況の場面が文2の主題「さま」 によって展開されている。文2の状
況の場而が文3の主題「動」 にi恭加され主題「原加の状況の場面に派加されている。文4の
主題「 ものうさ 」 による心的状況の場面は文3の 「～つづける」 によって展開されている。
ここでの文3の叙述部に位晋する「～つづける」 は文4に対する添加（「そして」）の意味作
用を成していると把握できる。
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